
社会厚生常任委員会

常任委員会の活動
総務文教常任委員会

　

西
会
津
町
は
町
の
４
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
建
設

す
る
に
当
た
り
、
学
校
を
学
校
教
育
の
み
で
な
く
町

民
も
使
え
る
施
設
と
し
て
複
合
化
で
き
な
い
か
研
究

し
、
町
民
利
用
の
窓
口
と
し
て
も
機
能
す
る
図
書
館

棟
の
建
設
を
計
画
し
た
そ
う
で
す
。

　

図
書
館
は
１
階
が
町
図
書
館
、
２
階
が
生
徒
図
書

室
で
、
学
生
の
学
習
の
場
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、

町
図
書
館
主
催
の
各
種
講
習
会
や
読
み
聞
か
せ
の
会

の
実
施
、
ま
た
学
校
施
設
使
用
申
請
の
受
付
業
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
体
育
施
設
の
夜
間
開
放
の
み
な
ら
ず
、
平

日
・
休
日
・
夜
間
を
問
わ
ず
生
徒
の
使
用
し
て
い
な

い
特
別
教
室
（
和
室
、
調
理
室
、
技
術
美
術
室
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
な
ど
）
は
各
種
学
級
・
講
座
等
、

多
目
的
ホ
ー
ル
（
通
常
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
）
は
式
典
・

講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
研
修
会
等
の
会
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

複
合
化
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
校
舎
の
機
械
警
備
を
開
放
部
分
と
非
開
放
部
分

の
２
系
統
に
分
け
て
管
理
を
容
易
に
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
環
境

に
配
慮
し
た
太
陽

光
発
電
施
設
や
全

天
候
型
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
周
辺
へ
の

砂
塵
被
害
は
特
に

な
し
）
が
あ
り
ま

し
た
。

　

学
校
教
育
の
実

施
の
み
を
目
標
と

せ
ず
、
生
涯
学
習
機
能
も
併
せ
持
っ
た
、
町
民
に
開

か
れ
た
教
育
施
設
と
し
て
素
晴
ら
し
い
学
校
で
し

た
。

そ
の
ほ
か
の
先
進
地
研
修
先

・ 

県
立
会
津
学
鳳
中
学
校
（
自
然
換
気
設
備
に
よ
り

環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
）

・  
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
（
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
た
体
験
型
・
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ
ー
ト
）

　

町
立
西
会
津
中
学
校
（
社
会
教
育
施
設
（
図
書
館
等
）
と
の
複
合
化
に
よ
り
、

 

学
校
が
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
）

平
成
22
年
7
月
28
日~

29
日
に
先
進
地
研
修（
福
島
県
内
）を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
児
童
数
は
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
年
々
減
少
、
３
校
の
統
廃
合
後
も
全
校
１
１
５

名
以
下
の
小
規
模
校
が
３
校
あ
り
、
平
成
28
年
度

に
は
12
学
級
未
満
の
学
校
が
９
校
と
な
る
可
能
性

が
見
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
規
模
校
は
個
別
学
習
の
面

で
の
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
教
員
確
保
や
学
校
体
制

の
面
か
ら
も
問
題
点
が
多
い
た
め
、
児
童
に
と
っ
て

望
ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
も
、

教
員
配
置
の
算
定
根
拠
と
な
る
一
定
の
児
童
数
が
確

保
さ
れ
た
学
校
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
、
当
初

の
整
備
方
針
を
踏
ま
え
「
第
２
次
阿
賀
野
市
立
小
学

校
11
校
の
整
備
計
画
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
こ
の
計
画
に
つ
い
て
各
小
学
校
単
位
で

説
明
会
を
行
い
、
そ
こ
で
の
意
見
、
要
望
等
を
整
理

検
討
中
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
と
の
話
し
合
い
を
継

続
し
て
共
通
理
解
を
深
め
、
今
後
の
進
め
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
早
く
そ
の
姿
、
内
容
を
市
民
に
分

か
る
よ
う
に
情
報
公
開
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
関
係
地
域
住
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
立
小
学
校
整
備
計
画
に
つ
い
て

平
成
22
年
8
月
9
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

⑴ 

市
立
小
学
校
11
校
整
備
計
画
地
区
説
明
会
後
の
経
過
に
つ
い
て

⑵ 

堀
越
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

⑶ 

市
民
交
流
エ
リ
ア
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

富
山
県
市
立
氷
見
市
民
病
院
公
設
民
営
化
に
至
る
経
緯
と
現
況
に
つ
い
て

　

氷
見
市
民
病
院
は
、
平
成
20
年
4
月
に
公
設
民
営

化
（
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
）
し
た
、
診
療
科
20

科
目
を
備
え
る
総
合
病
院
で
す
。
全
国
的
な
医
師
不

足
現
象
に
加
え
、
病
院
建
物
の
老
朽
化
や
一
般
会
計

か
ら
の
赤
字
補
て
ん
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
19
年
4
月
に
氷
見
市
民
病
院
経
営
改
革

委
員
会
を
設
置
。
そ
の
答
申
を
受
け
、
同
年
7
月
に

公
設
民
営
化
方
針
を
決
定
、
9
月
に
指
定
管
理
者
を

公
募
、
11
月
に
は
学
校
法
人
金
沢
医
科
大
学
を
指
定

管
理
者
候
補
に
決
定
し
、
平
成
20
年
4
月
に
金
沢
医

科
大
学
氷
見
市
民
病
院
と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。

　

開
院
時
は
医
師
28
名
体
制
で
し
た
が
、
平
成
22
年

7
月
に
は
37
名
ま
で
増
員
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

24
時
間
３
６
５
日
の
救
急
医
療
や
へ
き
地
巡
回
診
療

な
ど
の
医
療
機
能
は
維
持
し
な
が
ら
、
新
た
に
土
曜

日
診
療
を
導
入
す
る
な
ど
診
療
機
能
体
制
も
充
実

し
、
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

同
病
院
の
公
設
民
営
化
移
行
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の
根

底
に
は
、
市
長
の
明
確
な
決
意
（
逃
げ
な
い
・
ぶ
れ

な
い
・
ウ
ソ
つ
か
な
い
）
に
基
づ
く
判
断
力
・
決
断

力
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
方
針
決
定
か
ら
民
営

化
ま
で
わ
ず
か
７
ヶ
月
で
達
成
さ
れ
て
お
り
、
担
当

者
か
ら
は
「
阿
賀
野
市
は
時
間
の
か
け
す
ぎ
」
と

の
指
摘
も
受
け
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
の
提
案
内
容

や
基
本
協
定
の
内
容
は
阿
賀
野
市
と
雲
泥
の
差
が
あ

り
、
市
の
所
管
課
で
も
何
度
か
氷
見
市
を
訪
れ
て
い

る
中
、
そ
の
成
果
が
ま
っ
た
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
思
う
と
残

念
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

研
修
で
は
、
以

上
の
よ
う
に
公
設

民
営
化
に
至
っ
た

経
緯
や
基
本
協
定

の
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
病
院
内
も

見
学
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
7
月
13
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
当
市
の
要
介
護
認
定
の
状
況

は
、
平
成
21
年
10
月
現
在
、
第
1
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
）
１
万
１
，９
６
４
人
の
う
ち
認
定
者
が
２
，

１
１
２
人
、
認
定
率
17
・
7
％
と
、
平
成
17
年
度
と
比

較
し
て
約
2
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
給
付

費
は
平
成
21
年
度
決
算
で
約
34
・
1
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、
施
設

系
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
伸
び
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
は
計
画
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
市
内
高

齢
者
の
施
設
介
護
指
向
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
こ
の
10
月
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
開
設
、
来
年
度

は
コ
ス
モ
ス
の
里
の
増
床
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
京
ヶ
瀬
地
区
）
も
開
設
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予

防
の
取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
教
室
の
開
催

や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

幸
福
祉
都
市
の
実
現
に
向
け
、
市
民
参
加
に
よ
る
健

康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

第
５
期
計
画
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機

者
の
解
消
を
第
一
義
に
、
利
用
者
の
選
択
肢
を
広
げ

る
観
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
、
マ
ン

パ
ワ
ー
の
地
元
確
保
等
、
経
済
波
及
効
果
も
勘
案
し
、

あ
わ
せ
て
市
単
独
財
源
の
持
ち
出
し
も
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
増
え
続
け
る
高
齢

者
人
口
に
見
合
っ
た
施
策
（
施
設
整
備
等
）
を
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
「 

第
４
期
（
平
成
21
〜
23
年
度
）
介
護
保
険
計
画
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

平
成
22
年
8
月
5
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

⑴ 

水
原
郷
病
院
民
営
化
後
の
状
況
に
つ
い
て


